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21. 5% と 27%であった。一方，外循環液としてシリコンオイルを使用した場合，インドールおよびグ
ルテチミドの血中よりの除去率は，おのおの79.5% と 83%であり，いずれの場合も乳酸リンゲル液の
透析に比し，効率よく血液中よりこれらの物質を除去することができた。
in vivoの実験で、は，グルテチミド中毒犬を作製し，同一条件下に， aqueous hemod ia lys is (透析
液として乳酸リンゲル液を使用)と Silicone Oil Hemodialysis (透析液としてシリコンオイルを使
用)との効率比較を行った。透析液量 3~ で、行った再循環方式による透析では，いずれの場合も中毒
犬を覚醒させることはできなかった。しかし，血中グルテチミド濃度は， Silicone Oil Hemodialyｭ
sis の方が明らかに低下し， aqueous hemodialysis の場合，グルテチミドクリアランスは，わずか30
分で O になるのに比し， Silicone Oil Hemodialysis の場合，透析開始 3---4 時間後にクリアランス
がO となるまで，グルテチミドは血液中より除去されつづけていることがわかった。次に，シリコン
オイルの量を20~ として，再循環方式で透析を行った場合，中毒犬は透析開始後 4 時間目に覚醒し，











新しく考案した Silicone Oil Hemodialysis を用い，インドールおよびグルテチミドをマーカー
として脂溶性物質の除去を検討した。その結果，従来の透析 (aqueous hemodialysis) にくらべて
はるかに除去効率がよいことを見出した。また，グルテチミド中毒犬にSilicone Oil Hemodialysis 
を行って昏睡より覚醒させることができた。さらに このシステムの生体に対する安全性をも確認し
えた。 Silicone Oil Hemodialysis は，臨床応用が可能である。
論文の審査結果の要旨
本論文は， Silicone Oil Hemodialysis という新しいシステムを考案し，脂溶性物質の除去効率の
増大をあきらかにしたものである。本法は，安全性にすぐれ，脂溶性睡眠剤中毒犬を覚醒せしめえた
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ことから，脂溶性物質の除去に関して，従来の水溶性透析方法よりもすぐれ，臨床応用の可能性が高
い。以上のごとく，本論文は，学位論文として価値あるものと考えられる。
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